
北九州 歴史と夢は みなとから 

 （報道提供資料） 

令和５年２月９日 

昨年（令和４年）１１月、株式会社白
しら

海
かい

が最新鋭の作業船「グラブしゅんせつ船」を 

建造しました。 

このしゅんせつ船を災害時に活用してほしいと株式会社白海からご提案をいただいた

ことから、以下のとおり協定を締結することとなりましたのでお知らせいたします。 

１ 日   時   令和５年２月１６日（木）１１：２０から（３０分程度） 

２ 場   所   北九州市本庁舎 ５階 プレゼンテーションルーム  

３ 出席予定者   北九州市長  北 橋 健 治

株式会社 白 海
しらかい

  会   長 上野
うえの

 世
よ

志史
しふみ

代表取締役 石 橋
いしばし

  敬
けい

４ 次   第   ① 北橋市長からの挨拶と協定締結の説明 

② 上野会長からの挨拶と取組内容の説明 

③ 協定書署名（北橋市長・石橋代表取締役） 

④ 写真撮影 

⑤ 質疑応答 

５ 協定の概要 

  北九州市内で地震等の大規模災害が発生した場合において、しゅんせつ工事に使用

する作業船「グラブしゅんせつ船」を活用して、陸上からの交通が遮断されているよ

うな被災地への海からの支援物資の輸送、被災された方への給水、食事の提供、入浴

支援などを行うほか、ボランティア等の待機場所、宿泊場所など応急対応活動の拠点

として活用することを主な目的とする。 

  なお、作業船を作業船本来の用途以外に、災害時における給水、食事の提供、入浴

支援等に活用する支援協定は、本市では初めてであり、他自治体での事例も承知して

いない。 

※ 対象となる作業船「グラブしゅんせつ船  

APOLLO18」の概要については、 

別添「パンフレット」をご参照ください。 

問い合わせ先 

北九州市 港湾空港局 整備課 

電話 ０９３ ３２１－５９７５ 

担当 (課長) 政德
せいとく

 、(係長)浅井
あさい

「災害時において作業船を用いて行う支援協力に関する協定」を締結します








